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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ウ
ル
キ
オ
ラ
が
一
護
と
の
戦
い
で
消
滅
し
た
続
き
で
す
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第
1
話

　　
俺
は
消
え
て
ゆ
く
・
・
・
心
と
い
う
物
に
早
く
気
付
き
た
か
っ
た
な
・
・

　　　
＊
：
．．。
ｏ
○
☆
゜
・
：
，。
＊
：
．．。
ｏ
○
☆
＊
：
゜
・
：
，。
＊
：
．．。
ｏ
○
☆
゜
・
：
，。
＊
：
．．。

ｏ
○
☆
゜
・
：
，。
＊
：
．．。
ｏ

　
私
は
、
如
月
星
月
（
き
さ
ら
ぎ
せ
な
）

　
目
の
前
か
ら
過
ぎ
去
る
時
間
ー
死
に
た
い
と
は
思
わ
な
い
、
だ
が
生
き
た
い
と
も
思
わ
な
い
・
・
・

　
た
だ
胸
を
痛
め
る
日
々

　
私
は
、
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
て
正
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。。。

　　
私
に
は
、
こ
の
世
界
で
幼
い
こ
ろ
か
ら
色
々
な
物
を
見
て
来
た
。

　
大
き
な
化
け
物
、
喰
わ
れ
る
人
間
、
化
け
物
に
な
る
人
間
、
黒
い
服
を
着
た
人
間
・
・
・
・
・

　
全
て
無
視
し
続
け
た
・
・
・

　
私
は
、
ひ
た
す
ら
無
視
を
し
た
、
他
の
ゴ
ミ
の
笑
い
声
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
救
わ
れ
な
い
・
・
・
・
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ー
コ
ン
コ
ン
ー

「
先
月
の
家
賃
な
ん
で
す
け
ど
・
・
あ
の
・
・
」

「
・
・
・
」

「
・
・
・
ま
た
伺
い
ま
す
。」

　
ア
ル
バ
イ
ト
で
少
し
お
金
を
貯
め
て
ア
パ
ー
ト
に
一
人
住
ん
で
い
る
、

　
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
の
も
胸
を
痛
ま
せ
る
だ
け
だ
か
ら

　
お
金
が
な
か
な
か
入
っ
て
こ
な
い

（
・
・
な
ん
だ
）

（
今
ま
で
、
見
た
こ
と
の
な
い
白
い
羽
織
を
着
て
い
る
者
達
・
・
一
体
・
・
）

　
だ
が
、
あ
ま
り
見
な
い
こ
と
に
し
た
そ
う
や
っ
て
全
て
無
に
し
て
来
た
の
だ
。

　　
ッ
ツ
な
ん
だ
ッ
!!

　
ウ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
オ

!!!!!!!!!!

　
全
身
か
ら
今
ま
で
一
度
も
感
じ
た
こ
と
の
な
い
も
の
が
流
れ
出
る
!!

　
体
が
・
・
・
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「
な
ん
だ
ね
?
あ
の
子
は
」

「
餓
鬼
の
割
に
は
い
い
霊
圧
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
っ
」

「
フ
ン
、
隊
長
格
の
霊
圧
に
反
応
し
た
っ
て
こ
と
だ
ね
」

「
あ
の
霊
圧
は
、
隊
長
格
以
上
、
ぜ
ひ
、
研
究
の
材
料
に
し
た
い
所
だ
よ
」

「
あ
ー
な
ん
だ
?
俺
が
先
に
あ
の
餓
鬼
と
戦
う
」

「
君
た
ち
、
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
ぞ
。」

「
あ
の
子
は
あ
の
霊
圧
に
や
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
ま
ま
だ
と
危
険
だ
!
」

「
・
・
・
我
々
の
仕
事
は
魂
魄
を
守
る
こ
と
・
・
そ
れ
は
あ
の
餓
鬼
を
守
る
こ
と
と
同
義
だ
。」

「
兄
は
ど
う
す
れ
ば
あ
の
餓
鬼
を
守
れ
る
と
思
う
か
?
」

「
そ
う
だ
ね
。。
あ
の
子
を
尸
魂
界
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
・
・

　
残
念
な
が
ら
現
世
で
は
何
も
で
き
な
い
。」

「
・
・
・
そ
れ
に
あ
の
子
を
ほ
う
っ
て
行
く
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
で
き
な
い
し
ね
」

「
尸
魂
界
へ
連
絡
を
取
る
よ
」

　
近
づ
い
て
来
る
・
・
・

　
今
ま
で
と
違
う
こ
の
感
じ
・
・
・

　
私
は
で
も
ー
ー
見
な
い
ふ
り
を
す
る
し
か
・
・
・

「
貴
様
の
こ
の
霊
圧
は
何
だ
?
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
人
間
と
は
い
え
、
こ
の
霊
厚
で
我
ら
が
見
え
ぬ
筈
な
い
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
何
も
答
え
ぬ
気
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
─
─
─
─
っ
何
だ
??
」

　
グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ

　
大
き
な
白
い
物
で
体
が
覆
わ
れ
て
い
く
・
・
・

　
何
こ
の
力
・
・
・

　
何
こ
の
感
じ
・
・
・

「
・
・
・
・
死
神
だ
と
」

「
朽
木
隊
長
、
更
木
隊
長
、
涅
隊
長
、
穿
界
門
の
用
意
は
出
来
た
」

「
こ
の
子
を
尸
魂
界
へ
連
れ
て
行
く
許
可
も
で
た
、
さ
ぁ
我
々
は
行
く
と
す
る
か
!
」

　
・
・
・
え
っ

　
ち
ょ
っ
と
今
ー
・
・

「
貴
様
を
今
か
ら
尸
魂
界
へ
連
れ
て
行
く
、
来
い
。」

「
・
・
・
・
」

　
ー
ガ
シ

（
何
よ
っ
）
バ
ン
バ
ン
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私
は
ひ
た
す
ら
暴
れ
た
で
も
抜
け
だ
せ
な
い
、
強
い
力
っ
!!

「
縛
道
の
六
十
一
六
杖
光
牢
。」

　
何
こ
の
６
つ
の
光
は
ー
ー
ー
ー
ー
ー
動
け
な
い

!!!???
・
・
・
私
の
格
好
も
あ
の
人
達
と
同
じ
!!

「
大
人
し
く
来
れ
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
」

「
・
・
朽
木
隊
長
や
り
過
ぎ
で
は
・
・
」

「
面
倒
だ
。」

　　
ソ
ウ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
連
れ
て
い
く
と
か
話
し
た
白
髪
の
人
が
近
づ
く
・
・

「
そ
ん
な
に
嫌
が
ら
な
い
で
ほ
し
い
な
、
君
を
思
っ
て
や
っ
て
い
る
ん
だ
」

「
前
に
、
一
護
君
が
人
間
か
ら
死
神
に
な
っ
て
な
、、」

「
・
・
・
分
か
っ
て
く
れ
る
か
な
?
」

「
面
白
い
ぜ
ぇ
餓
鬼
!!
い
い
霊
厚
だ
っ
!
し
か
も
死
神
に
な
る
な
ん
て
な
っ
」

「
眠
っ
て
い
た
死
神
の
力
が
急
激
に
霊
厚
が
上
昇
す
る
こ
と
で
動
か
さ
れ
た
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
ソ
ウ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
行
く
。」
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